
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）

環
境
省
中
部
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
新
海
　
洋
子

「
国
連
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
年
」
総
括
年
に
あ
た
っ
て

「教育」で持続可能な社会構築
　
「
国
連
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の

年
」
の
最
終
年
で
あ
る
２
０

１
４
年

月
に
、
愛
知
・
名
古
屋
に
て
Ｅ
Ｓ
Ｄ
ユ
ネ

ス
コ
世
界
会
議

以
下
、
世
界
会
議

が
開
催
さ
れ

る
。
世
界
会
議
で
は

年
間
の
成
果
と
課
題
、
そ
し

て
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
る
。

愛
知
・
名
古
屋
で
は
、
世
界
会
議
開
催
地
に
決
定

後
、
多
様
な
主
体
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
よ
り
高
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
取
り
組

み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

ＥＳＤとは
（持続可能な開発のための教

育）の略称。世界の人々や将来世
代、また環境との関係性の中で生き
ていることを認識し、持続可能な社
会の実現を目指す教育。 年に南
アフリカのヨハネスブルグサミット
において日本が「ＥＳＤの 年」を
提唱し、採択された。ＥＳＤの 年
とされる 年から 年までの 年間
の各国の取り組みの成果などを 年
月に開催するＥＳＤユネスコ世界
会議で取りまとめる。

「
中
部
モ
デ
ル
」
世
界
に
発
信

人類億人の「挑み」真のグローバル人材へ

　　 ２０１４年 平成２６年 ７月２９日 火曜日 （第２部） 　　 （ ）

自
治
体
職
員
の
た
め
の

Ｅ
Ｓ
Ｄ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

自
治
体
研
修
で
の
Ｅ
Ｓ

Ｄ
セ
ミ
ナ
ー

小
学
校
教
員
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
授

業
紹
介
と
授
業
づ
く
り
会
議

高
校
生
に
よ
る
取
り
組
み

の
紹
介

　
今
後
必
要
な
の
は
、
こ
の

培
っ
た
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、
個

別
の
取
り
組
み
を
横
断
的
・

包
括
的
に
捉
え
て
地
域
全
体

で
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
実
践
す
る
仕
組

み
づ
く
り
や
、
実
践
し
た
内

容
を
評
価
す
る
機
能
、
事
業

全
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
お
よ

び
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
機
能

を
備
え
た
組
織
で
あ
ろ
う
。

今
後
展
開
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
取
り
組
み
が
、
い

か
に
地
域
社
会
の
変
革
、
持

続
可
能
性
の
実
現
に
つ
な
が

っ
て
い
る
か
を
検
証
・
改
善

し
、
総
合
的
な
施
策
を
リ
ー

ド
す
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
機
関
で
あ
る
。
ナ
シ
ョ

ナ
ル
レ
ベ
ル
に
も
、
基
礎
自

治
体
レ
ベ
ル
に
も
必
要
で
あ

り
、
専
門
性
を
持
つ
ス
タ
ッ

フ
の
育
成
と
配
置
も
要
す

る
。

　
こ
の
よ
う
な
組
織
を
地
域

で
ど
う
つ
く
り
、
ど
う
活
用

し
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
取
り
組
み
を

成
熟
さ
せ
て
い
く
か
が
、
我

々
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
筆
者
の
言
葉
で

言
う
と
、
「
今
、
未
来
を
生

き
る
人
々
の

生
き
る
権

利

が
保
証
さ
れ
る
、
経
済

・
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
学

び
合
い
」
で
あ
る
。
こ
れ
は

約

億
人
存
在
す
る
現
世
代

の
「
挑
み
」
で
あ
る
。
我
々

は
「
世
代
間
公
正
」
「
世
代

内
公
正
」
「
地
球
資
源
の
有

限
性
」
を
全
て
の
施
策
、
事

業
の
理
念
に
据
え
、
持
続
可

能
な
経
済
・
社
会
づ
く
り
に

挑
む
し
か
な
い
。
こ
の
「
挑

む
人
」
こ
そ
、
真
の
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
で
あ
る
。
そ
の
育

成
の
た
め
に
、
世
界
会
議
で

示
さ
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
行

し
、
今
の
日
本
の
教
育
体
系

に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
視
点
と
手
法
を

浸
透
さ
せ
、
日
本
型
の
「
協

働
に
よ
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進
ス
キ

ー
ム
」
を
成
熟
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
、

年
以
降
我
々
に

課
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
愛
知
県
は

年
、
県
内
の

自
治
体
職
員
を
対
象
と
し
た

Ｅ
Ｓ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ

た
。
メ
ニ
ュ
ー
の
中
で
も
、

特
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
協
働
で
実
施

し
た
「
環
境
」
「
防
災
」

「
教
育
」
「
多
文
化
共
生
」

「
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
各
分

野
で
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
施
策
を
創
造

す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

計

５
回

は
、
先
進
事
例
を
ひ

も
と
き
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
が
重
要
視

し
て
い
る
視
点
や
手
法
の
習

得
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
施
策
づ
く
り
の

た
め
の
素
材
の
抽
出
な
ど
充

実
し
た
内
容
で
あ
っ
た
。
セ

ミ
ナ
ー
の
内
容
と
県
内
市
町

村
お
よ
び
県
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
関
連

事
業
を
取
り
ま
と
め
た
「
自

治
体
職
員
の
た
め
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
も
発
刊
し

た
。

　
さ
ら
に
、
県
内
の
「
ユ
ネ

ス
コ
ス
ク
ー
ル
」
の
登
録

校
を
目
標
と
し
、
高
等
教
育

機
関
や
教
育
委
員
会
が
主
導

し
、
そ
の
推
進
を
図
っ
て
き

た
。
申
請
中
を
併
せ
る
と
１

４
５
校

年
６
月

日
現

在

と
既
に
目
標
を
達
成

し
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
授
業
づ
く
り
や

教
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

な
ど
が
各
地
域
で
行
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
の
登
録
は
し
て
い
な

く
て
も
、
学
校
経
営
方
針
に

Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
掲
げ
実
践
を
し
て

い
る
学
校
や
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
究

指
定
校
の
発
表
会
や
研
修
、

授
業
視
察
な
ど
、
教
員
が
学

び
あ
う
機
会
を
つ
く
っ
て
い

る
教
育
委
員
会
も
あ
る
。

　
企
業
は
経
済
団
体
な
ど
が

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
勉
強
会
や
研
究
会

を
実
施
し
、
自
社
の
事
業
活

動
、
社
員
教
育
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活

動
を
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
視
点
で
見
直

す
、
と
い
っ
た
取
り
組
み
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
資
源
の

有
限
性
や
さ
ま
ざ
ま
な
格
差

が
引
き
起
こ
す
社
会
不
安
を

目
の
当
た
り
に
し
た
状
況
下

に
お
い
て
、
「
循
環
」
「
持

続
性
」
を
可
能
に
す
る
技
術

革
新
、
企
業
活
動
に
関
わ
る

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

の
生
活
向
上
に
資
す
る
経
営

は
、
企
業
に
と
っ
て
必
須
の

課
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
よ
う
な
「
持
続
可
能
な
生

産
・
流
通
・
消
費
」
を
可
能

に
す
る
人
材
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ

す
企
業
人
の
育
成
は
、
「
モ

ノ
づ
く
り
」
産
業
県
愛
知
が

率
先
し
て
取
り
組
み
、
産
官

学
民
に
よ
る
人
材
育
成
モ
デ

ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
証
、
具

現
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り

組
み
と
し
て
、
愛
知
県
を
中

心
に
公
立
私
立
を
問
わ
ず
、

Ｅ
Ｓ
Ｄ
活
動
を
し
て
い
る
高

校
生
が
集
ま
り
、
活
動
を
紹

介
し
合
い
な
が
ら
、
自
分
た

ち
の
将
来
や
あ
る
べ
き
社
会

像
に
つ
い
て
の
議
論
す
る
交

流
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
重
要
さ
に
気
づ
い

た
高
校
教
員
の
有
志
に
よ
る

組
織
「
高
等
学
校
Ｅ
Ｓ
Ｄ
愛

知
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
の
主

催
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

年
は
高
校
生
自
ら
が
企
画
・

運
営
を
担
い
、
１
０
０
人
を

超
え
る
高
校
生
が
集
結
し

た
。

年
は
世
界
会
議
が
開

催
さ
れ
る

月
に
２
日
間
開

催
す
る
。

　
大
学
生
を
対
象
と
し
た
事

業
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県
内

の
大
学
に
よ
り
設
立
さ
れ
て

い
る
愛
知
学
長
懇
話
会
が
、

県
内
７
大
学
を
会
場
に
「
Ｅ

Ｓ
Ｄ
大
学
生
リ
レ
ー
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
て
い

る
。
他
に
も
県
内
外
の
大
学

か
ら
学
生
が
集
ま
り
、

「
環
境
の
世
紀
に
ふ
さ
わ

し
い
未
来
を
考
え
よ
う
」
と

設
立
し
た
学
生
団
体
「
Ｗ
ｅ

Ｃ
ｈ
ｕ
ｂ
ｕ
」
や
、
「
わ
か

も
の
か
ら
愛
知
―
名
古
屋
を

盛
り
上
げ
る
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
高
校
生
・
大
学
生
で
運

営
を
す
る
任
意
学
生
組
織

「
名
古
屋
わ
か
も
の
会
議
」

な
ど
、
次
世
代
の
新
し
い
Ｅ

Ｓ
Ｄ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
誕
生
し

て
い
る
。

　
こ
の
地
域
に
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ

推
進
の
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
組

織
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
の

一
つ
、
な
ご
や
環
境
大
学
は

年
開
学
し
た
、
市
民
、
事

業
者
、
教
育
機
関
、
行
政
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
協
働
に
よ
る

学
び
合
い
の
仕
組
み
で
あ

る
。
年
間
６
０
０
コ
マ
の
講

座
・
活
動
が
行
わ
れ
、
延
べ

２
万
人
以
上
の
参
加
者
を
得

て
い
る
。

　
ま
た
、
中
部
Ｅ
Ｓ
Ｄ
拠
点

国
連
大
学
の
Ｒ
Ｃ
Ｅ
認
定

拠
点

は
、
教
育
機
関
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
行
政
機
関
、
企
業
な

ど
約

団
体
が
加
盟
し
、
伊

勢
三
河
湾
流
域
圏
を
対
象
エ

リ
ア
に
、
地
域
の
持
続
性
を

妨
げ
る
自
然
・
経
済
・
社
会

の
課
題
を
明
確
に
し
、
そ
の

解
決
に
取
り
組
む
人
材
を
育

成
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

年
度
は
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進
の
た

め
の
「
中
部
モ
デ
ル
」
の
構

築
に
注
力
し
、
世
界
に
発
信

を
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
こ
の
他
に
も
、
こ
の
地
域

で
は
多
岐
に
わ
た
り
Ｅ
Ｓ
Ｄ

実
践
が
さ
れ
て
お
り
、
世
界

会
議
を
追
い
風
に
育
ま
れ
た

「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
」

が
あ
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ

年
の
成

果
で
あ
る
。
こ
の
成
果
を
い

か
に
積
み
重
ね
、
ど
う
継
続

さ
せ
て
い
く
か
が
、
今
後
の

重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
先
般
、
当
オ
フ
ィ
ス
で
は

紹
介
し
た
取
り
組
み
を
実
施

し
た
団
体
な
ど
を
交
え
て
、

こ
の

年
間
を
振
り
返
り
、

今
後
ど
う
取
り
組
む
か
に
つ

い
て
議
論
の
場
を
設
け
た
。

行
政
、
事
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

市
民
・
若
者
な
ど
約
１
４
０

人
が
集
ま
り
、
四
つ
の
分
科

会
、
対
談
、
円
卓
会
議
を
行

い
、
い
く
つ
も
の
論
点
で
意

見
を
交
わ
し
た
。


